
▲6単組24人が集まり伊山弁護士による講演を聞いた

▲市内・乙訓、南部ブロック協議会が合同で大手筋商店街で実施▲ハラスメント等で悩んでいませんか？府本部相談メールはこちら

▲伊山弁護士
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こ
の
取
り
組
み
は
、
自
治

労
の
全
国
統
一
行
動
と
し

て
、「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
ク
（
な
く
て
は
な
ら
な
い

仕
事
）」
と
し
て
の
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
重
要
性
と
存
在
価

値
を
社
会
全
体
に
浸
透
さ
せ

る
こ
と
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
拡

充
の
必
要
性
を
訴
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

府
本
部
は
３
月
１４
日
、
キ

ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
に
て

「
府
本
部
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
学

習
会
」
を
開
催
。
６
単
組
２４

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
地
域

住
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る

た
め
、
医
療
や
福
祉
、
子
育

て
、
交
通
、
清
掃
、
水
道
・

ガ
ス
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
提

供
さ
れ
、
多
く
の
自
治
労
組

合
員
が
地
域
住
民
の
何
で
も

な
い
日
常
を
支
え
て
い
る
。

近
年
頻
発
す
る
地
震
や
大
雨

な
ど
の
自
然
災
害
や
感
染
症

人
が
参
加
し
た
。
こ
の
学
習

会
は
、
職
場
に
お
け
る
パ
ワ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
が
事

業
主
に
義
務
化
さ
れ
た
こ
と

へ
の
対
策
な
ど
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
果
た
す
役
割
は
大
き

く
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

に
伴
い
、
府
本
部
お
よ
び
単

組
が
雇
用
す
る
書
記
と
雇
用

主
と
し
て
の
単
組
役
員
を
対

象
に
行
っ
た
。
講
師
に
は
府

本
部
顧
問
弁
護
士
で
あ
る
伊

山
先
生
を
招
き
、「
行
き
す

ぎ
な
い
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

の
た
め
に
」
と
題
し
た
講
演

を
聞
い
た
。

　

講
師
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
の
要
点
と
し
て
、
①
発

生
の
原
因
、
②
発
生
時
の
対

処
法
、
③
対
策
の
実
践
に
つ

い
て
説
明
。
発
生
の
原
因
と

し
て
「
加
害
者
自
身
が
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
自

覚
が
な
い
ま
ま
、
被
害
者
や

周
り
に
迷
惑
を
か
け
て
い

る
」
と
言
及
。「
昔
は
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
と
は
な
ら
な
か
っ

た
考
え
方
や
価
値
観
を
今
も

ら
ず
、
日
本
の
公
務
員
は

徐
々
に
減
ら
さ
れ
、
そ
の
割

合
は
他
国
よ
り
圧
倒
的
に
低

い
。
地
域
で
暮
ら
す
み
な
さ

ん
が
安
心
し
て
日
々
の
生
活

を
過
ご
す
た
め
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
・
拡
充
、
人
員

確
保
と
労
働
条
件
向
上
が
不

可
欠
だ
。

　

街
頭
行
動
で
は
、
自
治
労

が
作
成
し
た
ア
ピ
ー
ル
動
画

を
流
し
な
が
ら
、
地
方
財
政

を
充
実
さ
せ
、
担
い
手
確
保

持
ち
続
け
、
知
ら
な
い
間
に

周
り
に
被
害
を
与
え
て
い
る

人
」
や
、「
場
を
和
ま
せ
る

た
め
と
し
て
の
冗
談
が
セ
ク

ハ
ラ
発
言
に
な
り
、
不
快
な

思
い
を
さ
せ
る
」
な
ど
の
相

談
事
例
を
紹
介
し
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
あ
た
る
か
の
判
断

は「
業
務
上
必
要
か
ど
う
か
」

が
重
要
だ
と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
対
処
の
仕
方
と
し

て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
循
環

を
絶
つ
た
め
に
ハ
ラ
ス
メ
ン

が
重
要
と
す
る
チ
ラ
シ
入
り

の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
職
場
の
現
状

を
訴
え
た
。

　

自
治
労
は
、
よ
り
よ
い
地

域
の
未
来
を
創
る
財
源
の
確

保
に
向
け
、
本
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
行
動
を
全
国
で
展
開
し
、

各
地
域
か
ら
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
重
要
性
を
発
信
し
て
い

る
。
引
き
続
き
各
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
・
各
単
組
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

ト
対
応
窓
口
を
開
き
、
ど
の

よ
う
な
申
告
で
あ
っ
て
も
、

す
べ
て
調
査
を
行
っ
て
い
く

こ
と
、
新
た
な
問
題
が
発
生

す
る
危
険
が
あ
る
こ
と
か
ら

素
早
く
調
査
を
行
い
早
め
の

結
論
を
出
す
こ
と
が
大
切
だ

と
話
し
た
。

　

対
策
の
実
施
方
法
と
し

て
、
中
立
的
か
つ
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
関
係
の
あ
る
も
の
に

絞
っ
て
調
査
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
、
事

業
所
と
し
て
出
し
た
結
論
は

原
則
変
更
し
な
い
こ
と
が
重

要
だ
と
説
明
し
た
。

　

府
本
部
で
は
、
府
本
部
お

よ
び
単
組
の
専
従
役
職
員
を

対
象
と
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

外
部
相
談
窓
口
の
設
置
を
す

す
め
て
い
る
。

　

国
会
で
審
議
中

の「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
金
制
度
」。

事
業
主
を
含
め
国

民
の
負
担
は
ど
う

な
る
？
▼
こ
ど
も
家
庭
庁

は
、
被
保
険
者
１
人
当
た
り

の
月
平
均
負
担
額
は
健
康
保

険
組
合
で
８
５
０
円
と
試

算
。
４
月
３
日
の
「
地
域
・

こ
ど
も
・
デ
ジ
タ
ル
特
別
委

員
会
」
で
、
山
井
和
則
議
員

が
加
藤
こ
ど
も
政
策
担
当
大

臣
に
質
し
た
▼
「
一
人
当
た

り
８
５
０
円
で
事
業
主
負
担

を
含
め
る
と
い
く
ら
か
」
と

山
井
議
員
。加
藤
大
臣
は「
こ

こ
で
は
労
使
折
半
の
金
額
を

示
し
て
い
る
」
と
答
弁
▼
大

臣
が
負
担
額
を
回
答
し
な
い

の
で
「
労
使
合
計
す
る
と
１

７
０
０
円
で
す
か
」
と
問
い

直
す
と
、「
別
途
事
業
主
拠

出
が
あ
る
と
い
う
の
は
そ
の

通
り
」
云
々
。
大
臣
が
１
７

０
０
円
と
答
え
る
ま
で
計
１０

回
の
質
問
。
事
業
主
負
担
を

隠
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
▼

８
５
０
円
の
年
額
は
１
万
２

０
０
円
。
昨
年
の
連
合
春
闘

結
果
（
１
万
５
６
０
円
）
に

近
く
、
３
０
０
人
未
満
の
中

小
労
組
の
結
果
（
８
０
２
１

円
）
を
大
き
く
超
え
る
。
事

業
主
負
担
が
増
え
れ
ば
、
労

使
が
め
ざ
す
「
持
続
的
な
賃

金
引
上
げ
の
流
れ
」
に
水
を

差
す
こ
と
も
▼
施
政
方
針
演

説
で
「
賃
上
げ
」
を
２０
回
以

上
繰
り
返
し
た
岸
田
首
相
。

理
に
適
っ
て
ま
す
か
？�（
て
）

能登半島地震被災地支援
自治労災害特別カンパ ご協力のお礼

　能登半島地震の発生から3ヶ月が経過し、復旧・復興に向けた奮闘が続いてい
る。この間取組まれた災害特別カンパにおいて、京都府本部では、832972円の
カンパを集約した。各単組、組合員のみなさまの多大なるご協力に感謝申し上げる。

832,972円（3月25日現在）

　
府
本
部
は
３
月
１９
日
、
市
内
・
乙
訓
、
南
部

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
と
連
携
し
て
「
公
共
サ
ー
ビ

ス
に
も
っ
と
投
資
を
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
街
頭
行

動
を
伏
見
区
・
大
手
筋
商
店
街
で
実
施
し
た
。

連
合
京
都
京
都
市
地
協
か
ら
の
参
加
も
合
わ
せ

３３
人
が
参
加
し
、
行
き
交
う
市
民
に
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

「何でもない日常「何でもない日常」もも
� 誰かの仕事でできている� 誰かの仕事でできている

「
業
務
上
必
要
か
ど
う
か
」で
判
断

府
本
部
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
学
習
会
を
開
催

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
で
上
映
中

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と
投
資
を
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何でも話し合える女性部に

京交で女性部発足

　

府
本
部
で
は
８
月
２
日
に

京
都
テ
ル
サ
で
京
都
自
治
研

集
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。
集
会
は
「“
つ
な

が
り
”
で
創
ろ
う　

ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ（W

ell-being

）

な
地
域
社
会
」を
テ
ー
マ
に
、

全
体
会
と
分
科
会
で
構
成
す

る
。集
会
成
功
の
た
め
に
は
、

各
単
組
か
ら
の
自
治
研
レ
ポ

ー
ト
の
応
募
が
不
可
欠
と
な

る
。
積
極
的
な
応
募
を
お
願

い
し
た
い
。

　

京
都
自
治
研
集
会
で
優
秀

レ
ポ
ー
ト
を
決
定
し
、
１０
月

４
～
５
日
に
開
催
さ
れ
る
第

４０
回
自
治
研
全
国
集
会
（
島

根
）
へ
招
待
す
る
。

【
自
治
研
っ
て
？
】

　

自
治
研
と
は
、「
地
方
自

治
研
究
」
の
略
。
研
究
と
聞

く
と
一
見
苦
し
そ
う
な
活
動

に
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
仕
事

を
し
て
い
る
と
「
こ
ん
な
風

に
し
た
ら
、
も
っ
と
喜
ん
で

も
ら
え
る
か
な
」
と
か
、「
こ

う
す
れ
ば
も
っ
と
い
い
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
そ
う
」
と

思
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
思

い
を
職
場
の
仲
間
や
市
民
を

巻
き
込
ん
で
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
取
り
組
む
の
が
「
自

治
研
活
動
」
だ
。

　

今
は
当
た
り
前
と
な
っ
て

い
る
「
ご
み
の
分
別
収
集
」

は
１
９
７
６
年
に
静
岡
県
沼

津
市
で
始
ま
っ
た
が
、
自
治

研
活
動
か
ら
全
国
に
広
が
っ

た
も
の
。
取
り
組
み
を
通
じ

て
地
域
住
民
に
も
喜
ば
れ
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
た

代
表
的
な
事
例
だ
。

　

自
治
研
活
動
を
通
じ
て
、

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を
活
か

し
て
み
よ
う
。
各
単
組
、
組

合
員
か
ら
の
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
し
た
い
。

　

自
治
労
は
、
２
０
２
４
現

業
・
公
企
統
一
闘
争
を
通
年

闘
争
と
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
府
本
部
は
３
月

１５
日
、
２
０
２
４
現
業
・
公

企
統
一
闘
争
に
向
け
第
１
回

闘
争
委
員
会
を
開
催
。
基
本

的
な
目
標
や
重
点
課
題
、
闘

争
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
確
認
し
た
。

　

第
１
次
闘
争
ゾ
ー
ン
で
は
、

職
場
の
人
員
配
置
状
況
を
点

検
し
よ
う
。
４
月
の
人
事
異

動
で
職
場
に
欠
員
が
生
じ
て

い
な
い
か
、
時
間
外
労
働
や

休
暇
・
代
休
の
取
得
状
況
、長

期
休
職
者
の
数
等
、
職
場
の

問
題
点
を
要
求
書
に
ま
と
め

人
員
確
保
に
つ
な
げ
よ
う
。

　

京
都
交
通
労
働
組
合
女

性
部
は
２
０
２
４
年
３
月

１０
日
、
京
都
市
職
員
会
館

か
も
が
わ
に
て
第
１
回
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
佐
田
執
行
委

員
長
よ
り
「
こ
れ
か
ら
は

女
性
の
活
躍
な
く
し
て
企

業
の
発
展
は
な
い
。
部
会

と
し
て
立
ち
上
が
っ
た
の

交
流
を
し
て
ほ
し
い
」
と

挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

次
に
、
第
１
号
議
案
の

活
動
方
針
（
案
）
と
第
２

号
議
案
の
役
員
体
制
が
提

案
さ
れ
、
全
員
の
拍
手
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
、
伊
吹
新
女
性
部
長
か

ら
「
京
交
に
女
性
部
が
発

足
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し

く
思
う
。
職
場
な
ど
で
疑

問
に
思
う
こ
と
な
ど
、
な

ん
で
も
話
し
合
え
る
女
性

部
を
み
な
さ
ん
一
緒
に
協

力
し
な
が
ら
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
、
全

体
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
で
閉
会
し
ま
し
た
。

で
、
女
性
が
集
ま
り
や
す

い
雰
囲
気
、
交
通
の
女
性

部
っ
て
い
い
ね
っ
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。
続

い
て
、
杉
本
組
織
部
長
よ

り
「
ま
ず
は
交
流
が
必
要

だ
と
思
う
。
京
交
に
と
ど

ま
ら
ず
に
他
の
組
合
と
も

組合用語まめ知識
⬥
メ
ー
デ
ー
⬥ 

メ
ー
デ
ー
は
１
８
８
６
年
５
月
１
日
、

ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
が
「
８
時
間
は
労
働
に
、
８
時
間

は
休
息
に
、あ
と
の
８
時
間
は
自
由
な
時
間
の
た
め
に
」

を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上
が
っ
た
の
が
起
源
。

当
時
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
は
長
時
間
労
働
と
低
賃
金

に
苦
し
め
ら
れ
、
労
働
時
間
短
縮
は
切
実
な
要
求
だ
っ

た
。
こ
れ
を
機
に
、世
界
の
労
働
者
は
５
月
１
日
を「
国

際
的
な
団
結
の
日
」と
定
め
、１
８
９
０
年
５
月
１
日
、

第
１
回
国
際
メ
ー
デ
ー
が
多
く
の
国
で
開
催
さ
れ
た
。

4月28日（日）
連合京都中央メーデー	 10：00	 梅小路公園芝生広場
連合南山城地域メーデー	10：00	 太陽が丘野外ステージ
連合乙訓地域メーデー	 10：00	 JR長岡京駅前バンビオ広場
連合北部地域メーデー	 10：00	 みやづ歴史の館
連合中部地域メーデー	 10：30	 中丹文化会館

【第1次闘争ゾーン 5～ 6月】
4月19日~5月21日 職場討議・要求書作成
5月21日~6月6日 要求書提出ゾーン
6月7日 回答指定基準日
6月7日～6月20日 交渉強化ゾーン
6月21日 全国統一基準日
7月 協約締結強化月間

【重　点　課　題】
①�住民から必要とされる現業・公企職場の直
営堅持
②�質の高い公共サービスの確立にむけた新
規採用
③�労働災害撲滅にむけた労働安全衛生の確立
④�誰もが安心して働き続けられる職場の確立
⑤�暫定再任用職員などを含めた技能労務職
員の賃金改善の取り組み強化
⑥現場の声を反映した政策実現
⑦�災害対応や感染症対策など危機管理体制
の強化

⑧�コンセッション方式導入や安易な事業統合
の阻止
⑨会計年度任用職員の処遇改善
⑩�事前協議の確立、およびすべての労使合
意事項に対する協約の締結

日　時：8月2日（金）
場　所：京都テルサ
テーマ：”つながり”で創ろう�
　　　　　　　well-beingな地域社会
全体会：�基調提起�

記念講演
分科会：レポート発表

概要

京都自治研レポート提出内容
テーマ…�自由（自治体行政への政策提言、市民

参画による公共サービス事業運営の試
み、コミュニティづくりの実践や市民ワ
ークショップ、地域活性化、福祉、公共交
通、防災など、自治に関する様々な分野
のレポートを募集する。）

字　　数…�おおむね6,000字程度を目安とし、図表資料等を
含め10,000字以内。（今回からスライド形式や動
画での応募も可）

提出体裁…�（1）�レポート用紙� �
①ページサイズ：A4� �
②�1ページにつき約1,500字としてカウントし、
写真類・文字と合わせて10,000字以内。

　　　　    （2）�スライド形式（パワーポイント等）� �
①20枚以内

　　　　    （3）�動画形式� �
①横位置の撮影で10分以内の動画

提出方法…�データと紙（印刷できるもの）原稿の両方を必ず
提出すること。

提出期限…5月17日期限
提 出 先…府本部
優秀レポート賞…�10月の自治研全国集会（島根県）にご招待！

レポート
募集

2024京都自治研集会
開 催 決 定

これからの日本経済と 
地域社会（仮）
講　師：中野雅至さん�
　　　　 �神戸学院大学�

現代社会学部教授

記念
講演

（ ）

メーデーに参加しよう！メーデーに参加しよう！
第95回京都府内地域メーデー

笑顔が集う地域をめざし、
自治体現場力による
質の高い公共サービスの確立

【基本的な目標】 2024
現業・公企
統一闘争
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